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箇所名・住所 通学路の状況・危険の内容 対策予定内容 事業主体

R5

 町道王城寺線
 色麻町四竃字大坊地内
（高清水会館付近十字路）

十字路歩道に設置している縞鋼板がグラついており、
端を踏むと反対側が反動で浮き上がる状態となって
いるため、児童生徒が踏んだ際にバランスを崩しケ
ガをする可能性がある。

・縞鋼板の再整備 色麻町 R5

 国道457号線
 色麻町一の関字西原前～色麻町四竃
 字東原地内（愛宕山坂道）

水路転落防止柵が錆で老朽化しており、倒れそうに
なっている。また、破損している箇所が何カ所かある。

・水路転落防止柵の再整備（取替または修繕） 宮城県

対策予定年度路線名

 町道大坊線
色麻町四竃字大坊地内
（花川河川敷沿い歩道）

荒天時（吹雪や強風）に通行が困難となる場合があ
る。冬場は坂道の路面が凍り、通学時に児童生徒が
転倒する危険がある。

・除雪体制の強化
・交通指導の徹底
・推奨通学路の再検討

色麻町、学校 R5～

 町道王城寺線
 色麻町四竃字大坊地内
（学校付近歩道）

冬場に除雪した雪が歩道に積み重なることが多く、通
行の際に支障が生じる。また、通学時に歩道を横に
並列通行する児童生徒を見かける。

・除雪体制の強化
・交通指導の徹底

色麻町、学校 R5～
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